
健康福祉学群カリキュラム・マップ（精神保健福祉専修2019.04）

◎=最も強く学修成果を求めるもの　〇＝学修成果を重要視するもの　△＝学修成果を望むもの

グローバルな
視点に立ち、
多様なニーズ
をもつ人々の
健康と福祉に
寄与するため
の知識を身
につけること
ができる。

多様なニーズ
をもつ人々の
健康と福祉に
寄与するため
の技能を身
につけ、活用
することがで
きる。

課題に直面し
た際の対処
に役立つ情
報収集力、論
理的・批判的
思考能力を
身につけるこ
とができる。

他者の希望
や苦悩を聴き
とり、自分の
気持ちや考
えを的確に表
現、伝達する
力を身につけ
ることができ
る。

社会人として
活躍するため
に必要な常
識とモラルを
身につけるこ
とができる。

自己の可能
性を最大限
に活かすよう
前向きに物
事に臨むこと
ができる。

人の気持ちを
受けとめ、相
手の立場に
立って理解し
ようとする姿
勢・態度を身
につけること
ができる。

課題を達成
するために他
者と協働する
姿勢、態度を
身につけるこ
とができる。

精神医学(健) MED2350H 講義 4 ◎ ○ ○ △ ○ △

精神医学(健) MED2350H 講義 4 ◎ ○ ○ △ ○ △

精神医学Ⅰ MED2352H 講義 2 ◎ ○ ○ △ ○ ○ △

精神医学Ⅱ MED2353H 講義 2 ◎ ○ ○ △ △ ○ △

精神科リハビリテーショ
ン学

MED2351H 講義 4 ◎ ○ △ △ ○

公的扶助論 SWE2370H 講義 2 ◎ ○ ◎ ○ ○

保健医療サービス SWE2091H 講義 2 ◎ ○ ○ ◎ △ △ ◎ ○

精神保健福祉援助技
術各論

SWE2220H 講義 4 ○ ◎ ○ ◎ △ ○ ○ △

福祉カウンセリング PSY2350H 講義 2 ○ ◎ ○ ◎ △ △ ◎ △

学校ソーシャルワーク
論

SWE3330H 講義 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

精神保健福祉に関す
る制度とサービス

SWE3371H 講義 4 ○ ◎ ◎ △ △ ○ ○ ○

精神障害者の生活支
援システム

SWE3320H 講義 2 ◎ ◎ ○ △ △ ○ ○ △

精神保健福祉援助演
習I

SWE2420H 演習 2 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

精神保健福祉援助演
習II

SWE3420H 演習 4 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

精神保健福祉実習指
導I

SWE2421H 演習 4 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

精神保健福祉実習指
導II

SWE3422H 演習 4 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

精神保健福祉実習指
導III

SWE3423H 演習 4 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

精神保健福祉現場実
習I

SWE3621H 実習 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

精神保健福祉現場実
習II

SWE3622H 実習 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

チームワー
ク

知識 技能 問題解決力
コミュニケー

ション力
常識・
モラル

志向性・
積極性

単
位
数

科目名称 科目コード
授業
方法

カウンセリン
グ・マインド
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精神保健福祉相談援
助の基盤

SWE1020H 講義 4 ◎ ○ ○ △ △

グループ・アプローチ PSY2351H 講義 2 ○ ◎ ○ ◎ △ ○ ◎ ◎

臨床心理学概論 PSY2154L 講義 2 ◎ 〇 〇 〇 △ ◎

心理学的支援法 PSY2155L 講義 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

家族心理学 PSY3141L 講義 2

心理学統計法 PSY1211L 講義 2 ◎ ◎ ○

心理学研究法 PSY2210L 講義 2 ◎ ○ ◎ ○

教育・学校心理学 PSY2170L 講義 2 ◎ ○ ○ ○ △

学習・言語心理学 PSY2131L 講義 2 ◎ △ ○

知覚・認知心理学 PSY3131L 講義 2 ◎ △ ○

神経・生理心理学 PSY2133L 講義 2 ◎ △ ○

社会・集団心理学 PSY2141L 講義 2 ◎ ○ ◎ △

産業・組織心理学 PSY3170L 講義 2

感情・人格心理学 PSY2151L 講義 2 ◎ △ ○ ○

健康・医療心理学 PSY2171L 講義 2 ◎ ○ ◎ △ △ ○ ◎

心理学実験 PSY3511L 実験 2 ◎ ◎ ○ △

公認心理師の職責 PSY1003H 講義 2 ◎ ○ ○ ○ △

障害者（児）心理学 PSY2156H 講義 2 ◎ △ ◎ ○ ◎ △ ◎ ○

心理的アセスメント PSY2157H 講義 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ ○
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福祉心理学 PSY2172H 講義 2 ◎ △ ○ ○ ◎ ◎ ○

司法・犯罪心理学 PSY2173H 講義 2 ◎ △ ◎ ○ ◎ ◎ ○

関係行政論 PSY3300H 講義 2 ◎ ○ ◎

心理演習Ⅰ PSY3450H 演習 2 △ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎

心理演習Ⅱ PSY3451H 演習 2 △ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎

心理実習 PSY3650H 実習 4 △ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎
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